
　　収入 繰越金（予備費） 　　126，500円
　　支出 事業謝金・報酬等 　　126，500円
　　差引 　　　　　　  0円 繰越金残高684,769－126,500＝558,269円

支出内訳
部会 事業 当初予算額（円） 補正額（円） 摘要・備考 　

文化部会
ことばの繭ホー
ル
文化事業

60,000
＠1，200×5人×1時間×10回＝60,000円

0 42,000 ＠1,200×5人×1時間×7回＝42，000円

0 21,000
＠（1,500－1,200）×5人×2時間×7回
＝21，000円

0 17,500 企画・折衝・マスコミ依頼費＠2,500×7回
子ども
子そだて部
会

絵本講座 0 32,500
＠1，500×2時間×5回＝15，000円
＠1，500×5回＝7，500円（旅費名目）
＠1，000×２人×５回＝10，000円

稲穂・ゆうゆう 0 0 ボランティア
部会外

SNS・X運営費 0 13,500 ”＠1，500×9月＝13，500円

合計 60,000 126,500

NPO法人上田図書館俱楽部　理事長　古平千文

補正予算書（R8年6月15日理事会にて単価・時間等決定・7月1日から施行）

＊1　NPO活動に対して支払われる対価は一般的に報酬・謝金に該当し、税法上は雑所得になる。
また、雇用関係はなく、拘束的でもないので賃金（給与所得）ではない。
一方、情報活用サポート事業のような場合は、時間が決められており、従事する場所も指定されているの
で給与としての性質が強いとみられるので、利用者が無い場合でも拘束時間に対して1時間分の報酬を支
払うものとする。

＊2　活動に係る報酬・謝金の税務上の扱いはこれまでの慣例に従い支払調書は発行しないが、税務上、
課税対象になる場合があるので承知おきください。
（文化庁助成事業は会計検査院の検査対象でもあり、講師謝金はじめ業務内容に応じて報酬として支払う
場合は、規定により源泉徴収し支払調書を発行している。）

＊3　上記以外の事業にかかる予算は既決の当初予算による。


